
 
 

 

 

 

    

 

   

 
 

 

学校教育目標 

○思いやりをもつ子 

○自ら学ぶ子 

○元気よくがんばる

子 

 

６月の生活目標 

日 曜日 朝の活動 行事

1 月 読書

ムーミン谷読み聞かせ（4-1･4-2）

２年生町探検

走RUNRUNタイム

なかよしタイム（５～８組）

2 火 清掃

聴力検査１･２･３･５年生

校内硬筆競書会　走RUNRUNタイム

なかよしタイム（1-1･4-1）

3 水 お話

委員会活動　色覚検査（希望者）

新体力テスト開始（～24日）

昼休みムーミン谷読み聞かせ

走RUNRUNタイム

4 木 算数 走RUNRUNタイム

5 金 清掃

走RUNRUNタイム第１期最終日

なかよしタイム（3-2･6-2）

学校運営協議会

6 土

7 日

8 月 読書

１年生心臓検診　プール開き

ムーミン谷読み聞かせ（5-1･5-2）

水泳学習における健康観察キュベル入力開始

（6/8～7/17）

9 火 清掃 なかよしタイム（3-1･6-1）

10 水 清掃

４～６年生６時間授業

６年生社会科見学

昼休みムーミン谷読み聞かせ

11 木 算数

12 金 清掃

硬筆競書会掲示（～30日）

なかよしタイム（2-1･5-1）

５年生映像学習プログラム

13 土

14 日

15 月 読書 ムーミン谷読み聞かせ（6-1･6-2）

16 火 清掃
全学年５時間授業（校内研修のため）

なかよしタイム（1-2･4-2）

17 水 清掃

クラブ活動 昼休みムーミン谷読み聞かせ

５年生映像学習プログラム

６年生卒業アルバム撮影

18 木 算数 ６年租税教室

19 金 清掃
なかよしタイム（2-2･5-2）

３年生食に関する指導

20 土

21 日

22 月 読書 ムーミン谷読み聞かせ（5･6組、7･8組）

23 火 清掃 ６年生金融教育プログラム

24 水 音楽
４～６年生６時間授業

昼休みムーミン谷読み聞かせ

25 木 算数

26 金 清掃
３～６年生６時間授業

５年生映像学習プログラム

27 土

28 日

29 月 読書

授業参観・懇談会４～６年生･５～８組

５年生林間学校説明会

ムーミン谷読み聞かせ（1-1･1-2）

30 火 清掃 授業参観・懇談会１～３年生

 

※行事予定は、変更となる場合があります。 

  

前間小の先生 

おすすめの本 

日 曜日 朝の活動 行事

1 水 お話
委員会活動

昼休みムーミン谷読み聞かせ

2 木 算数

3 金 清掃 １年生５時間授業

4 土

5 日

6 月 読書 ムーミン谷読み聞かせ（2-1・2-2）

7 火 清掃

8 水 清掃

４～６年生６時間授業

５年生映像学習プログラム

昼休みムーミン谷読み聞かせ

9 木 朝の会

　　　　　　　　　学期末特別日課週間

１～３年生特別日課５時間授業

４～６年生特別日課６時間授業

10 金 朝の会 特別日課５時間授業

11 土

12 日

13 月 朝の会 特別日課５時間授業

14 火 朝の会
給食最終日　特別日課５時間授業

３年生わくわくデリバリー教室

15 水 朝の会
特別日課４時間授業

昼休みムーミン谷読み聞かせ

16 木 朝の会 特別日課４時間授業

17 金 朝の会 終業式　特別日課４時間

18 土 ５年生林間学校（栃木県日光市方面）

19 日 ５年生林間学校（栃木県日光市方面）

20 月 （祝）海の日

21 火 個人面談期間

22 水

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月 個人面談期間

28 火

29 水

30 木

31 金

図書館の貸出カウンターの
近くには、前間小の先生たち
がおすすめする本が並んでい
ます。 
人気があるようで、いつも

半分くらいの本が貸し出し中
になっています。 

言葉には言霊が宿る 

校長  

 「たった一言が人の心を傷つける たった一言が人の心を暖める」 
 若者？が多用する言葉に「ヤバい」「マジ」「ウザい」「キモい」とい
った言葉があります。「ヤバい」は私が子供の頃からあったように思い
ます。「良くない」や「非常にまずい状態」の意味だったものが、近頃
は意味が拡大し、「予想に反して驚いた」「衝撃を受けた」という時にも
使われるようになってきたように思います。もはや「ヤバい」ではなく
「ヤバッ」などのように再変化しています。 
 「マジ」も「マジで」「マジに」のように使われる言葉で、昔は悪い
言葉の代表でした。私が中学生の時には、学校で使用禁止令が出された
覚えがあります。なぜなら、真面目に話をしているのに、「マジで」と
言われると「馬鹿にされている」と感じられるからだそうです。ところ
が今は昔と少し変化し、「マジすか」のように「本当に」「本気で」と、
単なる強調、または真実性の表現としても用いられるようになってきて
います。 
 「ウザい」「キモい」は「うざったい」「気持ち悪い」などの短縮で
す。「不愉快だ」「頭にきた」の意味で使われています。「デカっ」も
「大きい」と言えばいいのに、短縮してしまう言葉です。同じような言
葉は、「サムっ（寒っ）」「ハヤっ（早っ）」などなど時短の世の中、短縮
言葉が今では当たり前のようになっています。小学生でも日常会話でよ
くこの短縮言葉が使われているのを耳にします。 
 これらの言葉を使うのは、それが「かわいい」「かっこいい」と思っ
ているのかもしれません。日本人特有の「みんなで使えば…」。でも、
この単純な単語で会話を済ませてしまえば、語彙が乏しくなります。ま
た、受け止め方では「下品」「教養のない」などと思われます。事実、
大切な人との会話や面接等でこれらの言葉を使う人はいないでしょう。 
 『言葉は品格を表す』言葉は人と人を繋ぐ大切な手段です。学校で
は、国語で学習する言葉はもちろんですが、毎日の生活の中で使う言語
環境が子供の使う言葉に大きな影響を与えてしまいます。子供は「教え
られた言葉」を使うのではなく、「みんなが使っている言葉」を使う方
が多いです。私の息子も３，４歳の頃から自分のことを「僕」と言って
いました。私を始め、家では誰も「僕」とは言わないのに…。保育所で
覚えてきたのでしょう。その後も次々といろいろな言葉を吸収してきま
した。不思議と“悪い言葉”の方がよく覚え、使っていて「その言葉は
友達を嫌な気持ちにするよ」と叱ったことを覚えています。正しい言葉
使いを知る。その役目は学校や家庭にあります。『言葉には言霊が宿
る』と言います。人の心を暖められる言葉を教え、人を傷つける言葉に
繋がらないよう、意味を踏まえ、先ず大人が範を示し、子供たちが言葉
を正しく使える人に成長してほしいです。 


